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情報通信審議会 情報通信技術分科会 

技術戦略委員会（第４４回） 
 

１ 開催日時 

令和６年１月３０日（火） １５時０１分～１６時４３分 

 

２ 場所 ウェブ開催 

 

３ 出席者 

①構成員 

相田 仁（主査）、森川 博之、上條 由紀子、増田 悦子、秋山 美紀、 

飯塚 留美、今井 哲朗、大柴 小枝子、沖 理子、長内 厚、川添 雄彦、 

小西 聡、新田 隆夫、平田 貞代、宮崎 早苗、宮田 修次、山田 昭雄 

 

②オブザーバー 

伊東 克俊（ソニーグループ株式会社） 

田丸 健三郎（日本マイクロソフト） 

松田 康宏（東急不動産） 

山井 康浩、難波 雅善（三菱ＵＦＪ銀行） 

保坂 益貴（防衛省） 

 

③総務省 

 （国際戦略局） 

 田原 康生（国際戦略局長） 

 豊嶋 基暢（官房審議官） 

 井幡 晃三（国際戦略課長） 

 川野 真稔（技術政策課長） 

 田中 隆浩（技術政策課統括補佐） 

中越 一彰（通信規格課長） 

 影井 敬義（通信規格課標準化戦略室長） 
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（総合通信基盤局） 

 増子 喬紀（移動通信課新世代移動通信システム推進室長） 

 

４ 議題 

（１）これまでの会合の主な意見 

（２）関係者ヒアリング・事務局説明 

   ・ソニーグループ株式会社 テクノロジープラットフォーム 

    Technology Infrastructure Center先進無線アクセス開発室 統括部長 

    （IOWN Global Forumユースケース ワーキンググループ議長） 伊東 克俊様 

   ・日本マイクロソフト株式会社 業務執行役員 田丸 健三郎様 

   ・東急不動産株式会社 都市事業ユニット 渋谷開発本部 

    コンテンツ・エリア共創グループ グループリーダー 松田 康宏様 

   ・株式会社三菱ＵＦＪ銀行 産業リサーチ＆プロデュース部長 山井 康浩様 

   ・防衛省 防衛政策局 戦略企画参事官付企画官 保坂 益貴様 

（３）その他 

 

開  会 

 

○相田主査  それでは、定刻となりましたので、ただいまから情報通信審議会技術戦略委

員会の第４４回会合を開催いたします。本日は、皆様、お忙しいところお集まりいただき

ましてありがとうございます。 

 本日の委員会もウェブ会議でございますので、事務局より、その補足説明をまずお願い

いたします。 

○事務局  事務局でございます。会議の円滑な進行のため、構成員及びオブザーバーの皆

様におかれましては、御発言の際には画面上の挙手ボタンを押していただきまして、御発

言希望の旨を表明いただければと存じます。また、お名前を冒頭に言及していただきまし

て、可能であればビデオをオンにしていただきますようにお願いいたします。また、御発

言のとき以外はマイクとビデオはミュートにしてください。音声が不調の際は、チャット

機能を御利用ください。また、ウェブ会議上に資料を投影いたしますけれども、表示が遅

れることもございますので、事前送付した資料もお手元で併せて御覧ください。 
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 事務局からは以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、事務局から、本日の配付資料の確認をお願いいたします。 

○事務局  本日の配付資料につきましては、議事次第に記載されておりますとおり、資料

４４－１から４４－６までの計６点となっております。 

 事務局からは以上でございます。 

 

議  事 

（１）これまでの会合の主な意見 

 

○相田主査  資料につきまして、よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、早速議事に入りたいと思います。まず、議題の（１）といたしまして、これ

までの会合の主な意見ということで、事務局のほうから資料４４－１のとおりまとめて

いただいております。時間の関係でここの場での読み上げ等は省略させていただきます

けれども、後ほど御覧いただき、お気づきの点がございましたら、事務局のほうまで御連

絡いただければと思います。 

 

（２）関係者ヒアリング・事務局説明 

 

○相田主査  つづきまして、議事（２）の関係者ヒアリングに入りたいと思います。 

 これまでのヒアリングは、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発や標準化など、どちらかとい

えば開発側、提供側からの視点ということで主に行ってまいりましたけれども、本日は出

口としての社会実装を見据え、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇを活用する潜在的なユーザー側の視

点について、関係者にお集まりいただき、御発表いただく予定としております。 

 本日はまず、IOWN Global Forum ユースケース作業班議長でもあり、ソニーグループ

株式会社 テクノロジープラットフォーム Technology Infrastructure Center先進無

線アクセス開発室 統括部長の伊東克俊様から、IOWN Global Forumにおけるユースケー

スの検討状況と、ソニー株式会社における取組の両方について御発表いただきます。 

 続きまして、各組織におけるＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの活用の展望等につきまして、日本マ

イクロソフト株式会社 業務執行役員の田丸健三郎様、東急不動産株式会社 都市事業
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ユニット渋谷開発本部のコンテンツ・エリア共創グループ グループリーダーの松田康

宏様、株式会社三菱ＵＦＪ銀行 産業リサーチ＆プロデュース部長の山井康浩様、防衛省

防衛政策局戦略企画参事官付企画官の保坂益貴様からそれぞれ御発表をいただきます。 

 冒頭の伊東様は１５分程度、その他の皆様は１０分程度で御発表いただいた後、まとめ

て全体の質疑を実施したいと思います。 

 それでは、まず初めに、ソニーグループ株式会社の伊東様からプレゼンいただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○伊東オブザーバー  ソニーグループ株式会社、伊東でございます。本日は貴重なお時間

をいただき、誠にありがとうございます。 

 先ほど御紹介にあずかりましたとおり、私、ソニーグループの通信領域の研究開発組織

を担当しておりますけれども、御縁があり、IOWN Global Forumのユースケース作業班の

議長を拝命しております。本日は、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ活用に向けたIOWN Global Forum

の取組状況と、これに関係する形で、弊社ソニーグループの取組について、資料４４－２

に基づき御紹介、御説明差し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 最初に、IOWN Global Forumにおけるユースケースの検討、実用化に向けての取組につ

いて御説明いたします。 

 スライド３になります。IOWN Global Forumについては、もうよく御存じかと思います。

ＩＯＷＮ構想の実現と普及を目的に設立された業界団体で、実現すべきスマートな世界

をより具体的に描き、具体的に実現していくために、テクノロジーの検討だけでなくユー

スケースの検討にも取り組んでいる団体となります。団体設立からもう４年がたちまし

て、これまでビジョンやコンセプトの定義に重きを置いてまいりましたけれども、昨年７

月から、Vision to Realityを合言葉に掲げ、より商用利用を意識した活動にギアシフト

している団体でございます。 

 スライド４になります。IOWN Global Forumの組織構成なんですけれども、本戦略委員

会の委員でもある、IOWN Global ForumプレジデントのＮＴＴ川添様の旗振りの下、マー

ケティングの活動、ユースケースの検討、技術の検討、３つのグループに大きく分かれて

おりまして、その中でユースケースのほうを私、伊東が担当しております。IOWN Global

 Forumは設立当初から、社会実装、実用化を強く意識して、ダイバーシティに富んだ多様

な事業を展開するメンバー構成になっておりまして、この強みを生かしてインフラのユ

ーザー視点での活用シナリオ検討であったり、価値検証に力を注いでいるというもので
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す。 

 スライド５になります。ユースケース作業班の取組をまとめたものなんですけれども、

ここでのポイントは、よくあるユースケースを定義して、それを技術要求仕様として、は

い、おしまいではなくて、ユースケース自体の社会実装、ビジネス活用を意識して、もう

少し踏み込んだ活動をIOWN Global Forumでは実行しているというのがポイントになり

ます。具体的には、要件定義の後に技術側での仕様策定を行いますけれども、この技術仕

様の部品を使って、ユースケースが本当に意義のある形で実装できるようになっている

ことを検証するというものです。ここでの意義がある形での実装というのは、ユースケー

スが必要としている機能や性能だけにとどまらず、消費電力という社会課題への価値で

あったり、事業を行う上での経済的合理性を含むというもので、これらを提示することに

よって技術の価値を最大化して、実用化を加速できるのではないかと。そこまでやること

がIOWN Global Forumの存在価値ではないかと考え、実行しております。 

 スライド６になります。具体的なユースケースについて、ここから御説明差し上げます。

ユースケース作業班では、２０３０年に必要になるであろう未来志向のユースケース群、

Future Looking Use Caseというものと、２０２５年から２６年頃の実用化・事業をター

ゲットにしたユースケース群、Early Adoption Use Caseという２種類に分けて議論して

おります。 

 最初のFuture Looking Use Caseと呼ばれるものは、２０３０年のビジョン、より豊か

な社会を実現するために策定されたもので、この中にはいわゆる予兆分析や自動化に関

わるユースケースと、あと、人間を中心に据えた人の感動であったり、行動をエンハンス

するユースケース群を定義しております。ここで定義しているユースケース、ＩＯＷＮの

技術の進化だけではなくて、ＩＯＷＮ以外の技術の進化や、我々を取り巻く環境の変化も

必要なものですので、ある程度時間をかけて醸成されていくものであろうというふうに

位置づけております。 

 一方で、Early Adoption Use Caseは２０２５年の技術の成熟度を踏まえてのより現実

的なユースケースで、ＩＯＷＮの技術群の中でも大容量、低遅延、遅延ゆらぎなしのネッ

トワーク、いわゆるＡＰＮが提供する価値を軸として事業ニーズのマッチング検討であ

ったり、合理性を検討する活動として、昨年度末からの力を入れている活動になります。

事業を推進する仲間づくりの場を提供しながら、事業判断をする上での価値の明確化で

あったり、経済合理性判断につながるＰｏＣ活動を推進していければと考えているにな
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ります。Future Looking Use CaseとEarly Adoption Use Case、それぞれもう少し詳し

く御説明させていただきたいと思います。 

 スライド７になります。２０３０年に向けてのFuture Looking Use Caseのほうになり

ます。こちらはIOWN Global Forumのメンバー様からの御提案から、２０件以上のユース

ケースをまとめており、既に資料が公開されております。そんな中でも汎化性の高い３つ

のユースケースを選定して、技術仕様の具体化、ＰｏＣを実施しております。左から１番

目が次世代セキュリティーカメラのユースケースで、まち中のカメラをはじめとする

様々なセンサーデータを低遅延で収集して、分析して、異常イベント検出をリアルタイム

で実行するというもので、ＮＴＴ様にスマートシティソリューションの一環として活動

を牽引していただいております。 

 ２点目は、既に稼働している化学工場の高度化のユースケースで、例えば張り巡らされ

た配管のメンテナンス、腐食検出、異常検出を自動化するといった遠隔化のセンサーデー

タ収集、分析、そして異常検出、これにＩＯＷＮのネットワーク、あとコンピューティン

グ機能を適用するというもので、三菱ケミカル様、日揮様といった化学工場を運用する企

業様に活動を牽引していただいております。 

 ３点目は、エンターテイメントやメタバースに関わるもので、超臨場感のある映像体験、

インタラクション提供を目的に、ＩＯＷＮのネットワークコンピューティングを活用す

るというもので、これはエンタメ事業を持つ弊社ソニーが活動を牽引している案件でご

ざいます。 

 いずれの案件も、ユースケースが対象とする事業を持つユーザー企業と、インフラ技術

の提供側が密に連携しながら、実用レベルの解に落とし込むステップを検討、実行してい

るものになります。 

 スライド８になります。２０２５年頃をターゲットとしたEarly Adoption Use Case、

２つ紹介させていただきます。１つ目は、金融業界向けのデータセンター接続にＩＯＷＮ

を活用しましょうというもので、災害時や故障の際のサービスコンティニュイティーを

確保したいというニーズと、公平な電子商取引を実現する上でのオンライン遅延、遅延ゆ

らぎに対する課題ニーズにお応えするものとして位置づけております。この後、本活動を

牽引してくださっているＭＵＦＧ様より、金融サービスに必要なネットワーク要件につ

いて言及があると認識していますので、私からはここまでとさせていただきますけれど

も、超大容量かつ遅延も遅延ゆらぎも少なく、さらには障害・故障の状況に応じてダイナ
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ミックに接続パス、データセンターを切り替えることが可能なＩＯＷＮを活用すること

で、経済合理性のある形で金融データセンターネットワークニーズにお応えすることが

できるのではないかということで検討を進めさせていただいている案件となります。 

 スライド９になります。もう一つのEarly Adoption Use Caseになります。こちらは放

送業界をターゲットとした遠隔／クラウドメディア制作に関するもので、高機能化が進

むメディア制作機材の導入コストの削減や、進化が進むメディア制作の人材確保、特に地

方局でメディア制作に関わるための専門性を持つ人材確保が課題になっているとのこと

で、メディア制作機材をオンプレからクラウド化して共有し、リアルタイム性を確保した

遠隔操作を実現することによって、これら課題に対応するというアプローチの下、ＩＯＷ

Ｎを経済合理性のある形で活用できないか検証していきましょうというものになります。

こちらはＮＴＴ様と共同で弊社ソニーが活動を牽引しておりますけれども、令和４年度

から令和５年度にかけて、放送ネットワークインフラの将来像として、総務省様の旗振り、

御指導の下、まとめていただいた課題や検討結果と合致する内容になっているとの認識

をしておりますので、放送関連業界全体での取組活動ハブとして、このIOWN Global For

umを活用できる形にしていければというふうに考えております。 

 今後になりますけれども、IOWN Global Forum、今後、Early Adoption Use Case、Ｉ

ＯＷＮのユースケースの実用化に向けて力を入れてまいります。本日は、IOWN Global F

orumの活動内容を少し先取りしてお話させていただいておりますけれども、今年４月頃

にはEarly Adoption Use Caseに関わる取組の詳細を、IOWN Global Forumの公開資料と

して御提示できる予定です。その後、ＰｏＣのステージに移行しながら、２０２５年度内

に商用利用につなげていく予定でございます。 

 また、活動を承認したばかりで本日御紹介できなかったんですけれども、昨今のＡＩブ

ームに伴うＧＰＵ問題の解消を目的としたリモートＧＰＵユースケースの検討を、ＮＶ

ＩＤＩＡ様、あとＮＴＴ様のリーダーシップの下、取り組んでいく予定です。事業につな

げる上で仲間を増やしながら、価値ある活動を実行する場として、このIOWN Global For

umを活用していただければよいなと考えております。 

 以上、ここまでがIOWN Global Forumの取組状況となります。 

 引き続き、弊社ソニーグループにおけるＩＯＷＮユースケースの検討状況について御

説明差し上げます。スライドが多いんですけれども、パラパラめくりながら、ごくごく簡

単な御説明とさせていただきます。 
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 先ほどIOWN Global Forumが多様性のある企業が集まっているというお話をさせてい

ただきましたけれども、弊社自身もコングロマリットであり、多様な事業を展開しており

ます。そんな中で、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ、ＩＯＷＮの位置づけも多種多様なものがありま

すけれども、あえて全体像を述べるとすると、通信とコンピューティングの密結合により、

ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄで新たな価値創造が可能となるインフラであり、リアリティー、リ

アルタイム、リモートを実現して、我々が事業を展開する上でのサービスプラットフォー

ムになり得るということ。さらには弊社が持つセンシングの強み、ディスプレイをはじめ

とするアクチュエーターの強み、そしてコンテンツ制作の強み、これらを有機的につなぐ

社会インフラになり得るということで、期待を寄せ、注目しているというものになります。 

 そんな中で、次世代通信コンピューティングインフラをエンターテイメント領域で活

用するという方向性の期待は大きくて、場所、距離、時間の制約から解放するために、空

間情報を丸ごとデジタル化し、リアルを超える自由視点映像を配信する、この世界の実現

に取り組んでおりますけれども、これを実現するためには、ネットワークとコンピューテ

ィングの進化、密結合が不可欠だというふうに位置づけております。 

 これは単に高品位、高解像度コンテンツを低遅延で伝送する能力だけの話ではなくて、

ユーザーの視点からすると、装着を感じさせない軽量ヘッドマウントディスプレイを実

現する新たなレンダリングアーキテクチャーが必要になってくると捉えておりまして、

伝送とコンピューティングが密結合していくＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ、ＩＯＷＮの活用に期

待を寄せております。 

 端末の軽量化を実現する上での１つのアプローチとして、クラウド側で自由視点映像

をレンダリングすることが挙げられておりますけれども、そのための技術検討や、クラウ

ド側でレンダリング処理を実行する上での経済合理性面での検証を、IOWN Global Forum

活動と連携する形で検討しています。先ほどのFuture Looking Use Caseのエンタメ領域

案件となります。 

 スライド１９です。こちらはさっきのEarly Adoption Use Caseに関する案件となりま

す。我々コンテンツ流通の基盤としての放送事業というものを大切にしておりまして、ス

ライド２０なります。放送事業の中の活動の１つに、放送コンテンツ制作のワークフロー

を効率化するためのプロジェクトがございまして、どこからでもコンテンツ制作に必要

なデータを収集し、どこからでも収集したデータを編集・加工し、どこへでもこのコンテ

ンツを配信できるメディア制作環境を提供するためのソリューション構築に力を注いで
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おります。これを実現する上で、大容量、低遅延、低い遅延ゆらぎのネットワークの存在

は不可欠で、ＩＯＷＮ ＡＰＮを活用することの事業メリットを検証する活動を進めて

おります。 

 スライド２２になります。この活動を推進する一環として、さきの１１月にＮＴＴ様と

連携した検討を行っていく旨のプレスを発表しております。ここではＮＴＴ様と弊社の

合同プレスリリースになっておりますけれども、この活動は決して２社間だけで実現し

ようというものではなく、IOWN Global Forumを通じて放送業界関係者、各社様の御協力、

お力添えを得ながらコミュニティー形成して、活動を牽引していくためのセットアップ

であると位置づけておりますので、これからより一層活動が可視化できるように努めて

いければと考えております。 

 最後のスライドになります。Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ、ＩＯＷＮといった次世代インフラは、

ソニーがエンターテイメント領域で培った技術を、社会課題の解消に貢献するためのか

け橋的な存在になるというふうに期待しております。空間テレプレゼンス、スマートコン

ストラクション、リモートロボティクスといった分野への技術応用、事業応用が既に始ま

っておりまして、移動せずして人や物に近づき、場所、時間の制約から解放される豊かな

社会実現に貢献していければと考えております。 

 以上、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ、ＩＯＷＮ活用に向けたIOWN Global Forumの取組、ソニー

グループの取組について御紹介させていただきました。御清聴ありがとうございました。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 

 では続きまして、日本マイクロソフト株式会社の田丸様からプレゼンいただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○田丸オブザーバー  よろしくお願いいたします。それでは、画面を共有させていただき

ます。私のほうからは、弊社と通信の関係というところで御紹介をさせていただければと

思います。改めてまして、マイクロソフトの田丸と申します。よろしくお願いいたします。 

 マイクロソフトといいますと、昔はオフィス製品、ウィンドウズのＯＳを御提供してい

るソフトウエアベンダーと、そういったイメージが強くあったのではないかと思います

けれども、ちょうど十三、四年前、２０１０年にマイクロソフトAzureということで、ク

ラウドサービスの開始を発表させていただいております。クラウドサービスの提供を開

始してから１０年以上経過するわけでございますけれども、現時点で既にグローバルで

２００を超えるデータセンター、６０を超えるリージョン、ネットワークについては海底
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ケーブル総延長で約２０万キロ、１３０Ｋ以上と書いてありますが、これはマイルになり

ますが、地球５周分以上の距離を海底ケーブルとファイバー網も敷設している、そういっ

た企業になります。エッジサイトといいますのは、お客様、弊社のデータセンター、ネッ

トワーク網から実際にお客様の環境に敷設するところのサイトでございますけれども、

こういったサイトで１６０以上と。右下にエクスプレスルートというふうに記載ござい

ますけれども、これはお客様と弊社のデータセンターを直結する回線、いわゆる専用回線

になりますけれども、この専用回線を提供する上で連携をさせていただいているパート

ナー様として２００社以上ということで、今日ではWindowsやOfficeというよりも、こう

いったクラウドサービス、ネットワークサービスを提供している事業提供会社というこ

とになります。 

 特になぜこのようにグローバルにネットワーク網を構築しているのかということでご

ざいますが、お客様が弊社のクラウドプラットフォーム上に仮想マシン他様々なサービ

スを構築、運用、御利用いただく際に、データセンター、国をまたがって相互に密に連携

したシステムを構築するということがごくごく一般的になってございます。結果といた

しまして、各データセンター間、リージョン間、こういったものを広帯域、低遅延のネッ

トワークで相互に連携をさせるということは、今日、こういったクラウドサービスを提供

する事業者にとって非常に重要な要素となっております。 

 こういったこともございまして、ちなみに弊社ネットワークはこういった大規模なネ

ットワークであるということもございまして、グローバルで見るとペンタゴンに次いで

で２番目にＤＤｏＳ攻撃を受けていると。耐タンパー性も含めて堅牢なデータ構築をし

ているということになるわけでございますが、ネットワークについてはかなり大規模な

投資を行っております。通信事業者の場合ですと、ネットワークの構成の変更、自動化す

るリスクを最小化する、こういったことはごくごく自然なこと、当たり前のこととして実

施されているかと思いますけれども、弊社においてもこれはグローバルレベルで行って

ございます。 

 また、お客様のデータをインターネット上に流さない。当然お客様がインターネットに

接続をした上で、インターネットにデータを流すというような構成を取っている場合は

別でございますけれども、基本的には全てのお客様のネットワークトラフィックは、弊社

の完全クローズドなネットワーク環境、ネットワーク網の中にトラフィックを流すとい

うことで、そういった意味からも、ネットワークというものがデータセンターサービス、
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クラウドサービスを提供する上で非常に重要な要素となっております。当然のことなが

ら、全てのサービスをより安全に安心してお使いいただけるようにするためには、運用管

理、監視といったことも高いレベルで提供しているということでございます。 

 データセンター、先ほどリージョンと御説明させていただきました。どういった考え方

かというところを簡単に御説明、御紹介させていただきたいと思います。 

 グローバルで見た場合には、リージョンということで、各地域ごとにリージョンという

くくりでグルーピングをしてございます。このリージョンの中に可用性ゾーンと言われ

るゾーンが複数ございます。３つ以上のゾーンが必ずあるという形です。このゾーンは、

お互いにデータのレプリケーションであったりとか、高い可用性を持たせる構成が、ゾー

ン間であったりリージョン間で取れるようになっておるんですけれども、ゾーンの中に

おいてはデータセンター間で、標準サービスとしてデータを自動で全てレプリケーショ

ン、複製をするということで、お客様のデータ、実行環境というものを常に多重に複製を

持つことによって安全性を確保するということを行っております。そういったこともご

ざいまして、繰り返しで大変恐縮でございますが、データセンター、クラウドサービスを

提供する上でネットワークは非常に重要な要素であるということでございます。 

 このデータセンターでございますが、こちらで細かく御紹介するということではない

んですけれども、世代世代、かなり変化をしてきているということでございます。特にど

ういった点で変化をしてきているのかということになりますが、当然高集約化というの

は１つの流れとしてあるわけですけれども、これに加えて、いかに環境負荷の低いシステ

ムを構築するのかと。言ってしまえば計算資源、消費エネルギーに対していかに高い計算

能力、効率のいいデータセンターを構築をするのかということが、１つ環境の面からも重

要なポイントとなってございます。 

 こういった取組といいますのは、弊社一社の独自で全てが対応できるということでは

当然ございません。私どもどういったアプローチを取っているのかと申しますと、主要な

ハードウエア、設計、これは通信も含めて全てにおいてでございますが、設計のオープン

ソース化ということを行っております。 

 例えば、サーバーの場合ですと、オープンコンピュータプロジェクト、通称ＯＣＰとい

っているものでございますが、こういった活動にも参加をいたしまして、サーバー等の設

計そのものソフトウエアと同様にオープンソース、オープンなものとして設計、取組、他

社とも共有をしていくと。こういった取組を通して様々な効率化を図るというようなこ
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とを行っております。 

 ネットワークについてでございますが、これまでも御説明しましたとおり、データセン

ター間、汎用性ゾーンの中でのデータセンター間通信もそうですが、リージョンの中での

可用性ゾーン間の通信、またリージョン間の通信ということで、様々に通信が派生をする

わけでございますが、こういった通信について、低遅延、高帯域のネットワーク網をグロ

ーバルに構築をするということが非常に重要でございまして、こういったネットワーク

網を構築してございます。 

 一般的にはこの辺りは皆様御承知のところかと思いますけれども、他社様のデータセ

ンター同様なところもございますが、可用性ゾーンと他のデータセンター間、またリージ

ョン間ということで、ネットワーク網を構築してございます。 

 特に我々のデータセンターとお客様、通信事業者様であったりだとか、エンタープライ

ズのお客様をはじめとしたシステムとの接続という意味では、様々な通信経路に対応さ

せていただいております。実際にはＰｏＩ等のユーザー様のラックを通してデータ通信、

専用線のサービスを提供するですとか、実際にはパートナーである通信事業者様経由で

直接提供するというようなことを積極的に行ってございます。こういった多様な通信経

路を提供する際に、やはり特に私ども、あとお客様にとって重要な要素となりますのが、

当然品質。通信に関する遅延帯域をはじめとした通信品質といったものはございますけ

れども、昨今やはり電力消費といったものも非常に重要な要素となってございます。 

 事業者にとって重要な要素というところで、こちら繰り返しになりますけれども、コス

トパフォーマンス、品質、エネルギー消費ということで、やはり光から電気信号に変える、

また電気信号として処理をするというところで、ここで非常に多くの電力を消費するわ

けでございますけれども、ＡＰＮ、オール光技術といいますのは、こういった通信品質の

向上並びにエネルギー消費の低減のところで、弊社マイクロソフトとしては非常に期待

を寄せているところでございます。 

 そういったこともございまして、ＮＴＴ様とは２０１９年にデジタルソリューション

の実現に向けた戦略的な提携ということで発表させていただいてございます。特にこの

提携の中には、ＩＯＷＮに関する連携と協業といったところも含まれてございまして、弊

社といたしましても、ＩＯＷＮをはじめとした光でＡＰＮの技術、またはサービス化とい

ったところでは期待をしてございますし、弊社としましても、実用化に当たっては積極的

に導入、取り入れていきたいというふうに考えている次第でございます。 
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 弊社、マイクロソフトからは以上でございます。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 

 では続きまして、東急不動産株式会社の松田様からプレゼンいただきたいと思います。

松田様、よろしくお願いいたします。 

○松田オブザーバー  今、御紹介あずかりました、東急不動産、松田でございます。よろ

しくお願いいたします。私からは、渋谷におけるＩＯＷＮを活用したまちづくりについて

お話をさせていただきます。 

 まず、東急不動産グループでは、スローガンとして、WE ARE GREENといったワードを掲

げておりまして、環境経営とＤＸを通じた独自性のある価値創造に取り組んでおります。

再生可能エネルギー事業をはじめとする環境を起点とした事業機会の拡大や、当社オフ

ィスビルやマンションなどで消費する電力について、１００％再生可能エネルギーへの

切替えを達成しております。また、このような取組を通じまして、ＤＸを活用した顧客体

験価値の向上により、あらゆる利用者を惹きつけるまちへ進化させることで、環境とＤＸ

を組み合わせた競争力の強化と持続性の確立を実現していきます。 

 当社はホームグラウンドである渋谷を、環境経営とＤＸを通じた独自性のある価値創

造を体験するモデルシティとしていきたいと考えております。その具体的な取組として、

今回ＮＴＴグループ様と協業し、世界初となる次世代通信サービスＩＯＷＮを活用した

まちづくりを進めていきます。 

 渋谷のまちは若者が集まる流行最先端のまちとして取り上げられることが多いですが、

一方でクリエイターやアーティストが集まる文化創造・発信地としての特徴を持ってい

ます。今回のＩＯＷＮの導入によりまして、渋谷のまちが最先端のインフラが整備されま

して、クリエイターやアーティストがさらに集まり、多様性のある感性の高い人々が集ま

る、つながるということで、優れたカルチャーやコンテンツが渋谷を起点に誕生し、あら

ゆる人を惹きつけるまちに進化すると考えております。 

 今回、渋谷サクラステージという建物が昨年１１月末に竣工いたしました。１００年に

一度といわれる再開発が進む渋谷において、最大級の規模となる複合施設として竣工い

たしました。現在、開業した形で、店舗等のオープンは今年の７月頃に出そろう予定なん

ですけれども、施設としてはもう使えるような状態となっております。この渋谷サクラス

テージを、環境とＤＸを組み合わせたモデルケースにしていきたいというふうに考えて

おります。 
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 特徴といたしまして、オフィス、住宅、商業施設の職・住・遊を兼ね備え、また国際競

争力強化のためのサービスアパートメント、国際医療施設、インターナショナルスクール

といった多機能なハードに加えまして、次世代の通信技術を実装した最先端の施設とな

っております。 

 渋谷サクラステージ内のオフィス・イベントスペースには既にＩＯＷＮが搭載されて

おりまして、その革新的な通信技術により、様々な活用シーンを想定しております。例え

ば、国際都市渋谷らしい海外の学術機関との国際的な産学連携における活用や、海外ゲー

ムイベントとの連携を想定しております。また、環境負荷の小さいまちづくりなど、先端

的な利便性とサステナブルを両立した環境先進都市の実現に向けた取組が、この渋谷サ

クラステージで始まっております。 

 具体的に、渋谷サクラステージでどのようにＩＯＷＮが搭載されているか、図を持ちま

して御説明できればと考えております。まず、渋谷サクラステージにおけるＩＯＷＮサー

ビス利用に当たりまして、事務所部分、ちょうどこの立面図にございます水色の部分なん

ですけれども、渋谷サクラステージのほうでいいますと、全部でオフィスで３０フロア強

ございますが、約５フロアごとにＩＯＷＮの終端装置といったものを１台設置させてい

ただいております。３０フロアですので、計６台オフィスフロアのほうには設置させてい

ただいております。また、ピンク色の部分が商業施設になっておりまして、地下２階から

５階までを示しておるんですけれども、そちらの方には１台ＩＯＷＮを設置させていた

だいております。商業ゾーンの中でも、イベントスペースといったイベントができる場所

でＩＯＷＮを設置することで、離れた拠点間をつなげて、エンタメイベントとかそういっ

たものをつなぐことを実現するようなイメージをとっております。オフィスのほうは、渋

谷サクラステージの事務所と遠隔地で離れた事務所とをつなぎまして、大容量データの

通信であったり、そういったことを想定しておりますという形です。 

 次のページでは、さらにちょっと細かい説明をさせていただきます。こちらが実際に通

信の回線とＩＯＷＮの機器との位置関係を示しておりまして、少し文字が細かくなって

おりますが、大枠の御説明をさせていただきますと、赤いところが光回線と終端装置にな

っておりまして、こちらはＮＴＴ東日本様のほうで引き込みをいただきます。終端を含む

という形で、ＭＤＦという通信回線、回線等を束ねた場所がありますのでそこまでの引込

みと、あと先ほどのオフィスフロアであったり、商業施設のフロアまでの引込みに関して

は、ＮＴＴ東日本様で担当いただきます。 
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 次に黒い箇所になりますが、③のＯＴＮという機器がございまして、こちらはビル側で

用意した形になっております。こちらがオフィステナント様でいうと共用部の場所にＯ

ＴＮが設置されておりまして、入居されたテナント様が、当社が設置したＯＴＮを御利用

いただくという形になっております。実際にはその次になるんですけれども、青い部分に

記載させていただきましたテナント様工事というところで、実際にＩＯＷＮサービスを

利用するテナント様のほうでサービス利用契約を開始いただきますと、３番のＯＴＮと

いう当社が用意した端末機器を利用して、各オフィステナント様のフロアにその回線を

引き込むという形になりまして、そこでサービスがスタートするという形になっており

ます。 

 次のページからは、実際に渋谷サクラステージに入居予定、もしくは検討予定のテナン

ト様から、ＩＯＷＮのサービスを御紹介した場合のヒアリングの情報であったり、実際の

声といったものをまとめております。まず、入居予定の中で、ＩＴ・ＤＸ業界のテナント

様がいらっしゃいました。業界のニーズといたしましては、本社と地方、離れた拠点での

スピーディーなコミュニケーション、制作物の本社での確認であったり、本社、拠点間の

イベント等、あとリモート社会において、クリエイティブな環境構築の刷新というところ

がニーズとしてございました。 

 それに対するＩＯＷＮへの期待というところでは、まず大容量データが高速・低遅延で

送受信ができるというところ。あと、多数のデバイスから同時接続が可能である。また、

低消費電力による環境負荷の少ないサービス提供というところが魅力に感じていただい

ております。 

 続きまして、金融業界のテナント様にもお声をいただきました。業界のニーズといたし

ましては、市場の値動きに迅速に対応できるよう、リアルタイム性を高く取引したい。あ

と、セキュリティー面で不正アクセスやハッキングを防止したいというニーズをいただ

いております。 

 その中で、ＩＯＷＮに対する期待というところに関しましては、超高速・大容量及び低

遅延の通信環境整備による多様なデータのリアルタイムでの配信・受信、専用線ならでは

の高セキュリティーの通信環境とところで、仮想通貨取引におけるタイムラグの低下で

あったり、不正アクセス、ハッキング防止といったところのニーズを伺っております。 

 続きまして、ゲーム業界・Ｗｅｂ関連業界というところで、こちらはＩＴ業界と非常に

ニーズは近いところはあるんですけれども、特にゲーム業界なんかでいいますと、モーシ
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ョンキャプチャやＸＲをにらんだスタジオなどを擁する多様なコンテンツづくりに使い

たいということであったり、リモート社会におけるクリエイティブ環境構築の刷新とい

ったニーズがございました。こちらも大容量であったり、多数デバイスからの接続、低消

費電力といったニーズへの期待を伺っております。 

 最後になりますが、昨年１２月に、先ほど渋谷サクラステージのイベントスペースにＩ

ＯＷＮを接続しましたと申し上げましたが、ＩＯＷＮを活用して、よりＩＯＷＮの体験価

値を高めるためのイベント、ＩＯＷＮ ＷＥＥＫといったものを３日間、１２月に行って

おります。 

 まず、渋谷サクラステージのイベントスペースでは、ＩＯＷＮを搭載したものと、当社

の本社がございます渋谷ソラスタというところとつなぎまして、その拠点間を使いまし

て、通常の回線とＩＯＷＮを使ったときの違いといったものを、エンタメの要素を交えて

メディアの方に対して披露いたしました。例えば、あっち向いてほいに関しましては、通

常回線でやりますと、実は離れた同士でやると１秒、２秒ぐらい間が空いてしまうんです

が、ＩＯＷＮを使うとリアルタイムであっち向いてほいができるといったものを実際に

体感して、楽しんでいただいたイベントになっております。 

 エンタメの要素以外にも、実際に渋谷ソラスタと別の当社のオフィスビルをＩＯＷＮ

でつなぎまして、大容量・低遅延といった環境を、実際に会議内で接続して実現いたしま

した。ＩＯＷＮウェブ会議という形のイベントをしておりまして、ＩＯＷＮが導入された

渋谷サクラステージにおいては、遠隔パートナーとの商談をあたかもその場にいるよう

に実現いたしました。低遅延、大容量通信、低消費電力といったＩＯＷＮの特徴はもちろ

ん、そういった特徴プラス同時翻訳といった機能も追加いたしまして、次世代の会議室と

いったものを披露しております。 

 次世代のリモート会議室というところは、大容量・低遅延といったサービスもそうなん

ですけれども、リモート会議では障壁があるコミュニケーション課題を解決いたしまし

た。 

 また、リアルタイム自動翻訳システムでは、ＩＯＷＮの通信過程でＡＩによる自動翻訳

を実装することで、言語の壁もリモートならではのやり方で解消し、グローバル規模での

チームが可能な時代というところを実際に体験いただいた形になっております。 

 以上で、当社からの御説明は終了させていただきます。ありがとうございました。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 
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 では続きまして、株式会社三菱ＵＦＪ銀行の山井様からプレゼンいただきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○山井オブザーバー  よろしくお願いします。三菱ＵＦＪ銀行産業リサーチ＆プロデュ

ース部の山井と申します。本日は、貴重な機会をいただきましてありがとうございます。 

 三菱ＵＦＪ銀行は、産業リサーチ＆プロデュース、ちょっと何をやっているか想像しづ

らい名前なんですが、産業の新たな変革、特に光電融合をはじめとした新しいシーズが社

会に実装される中で、ＤＸ、ＧＸ、社会が移り変わっていく。こういったことをお客様、

あるいは行政の皆さんと一緒につくり上げていきたい、そういうアスピレーションで立

ち上げたものでございます。 

 ＩＯＷＮの皆さんとも日々議論させていただきまして、今回は金融業界としてどうい

った期待があるかどうか、どういったユースケースあるかということについて御説明を

申し上げたいと思います。 

 まず３ページ。当行は、銀行、信託、証券、クレジットカード、コンシューマーファイ

ナンスなど、金融サービスをフルラインナップした金融グループということであります

が、口座数、個人が３,４００万、法人が１１０万ということで、グローバルでも最大規

模でありまして、これだけの口座を日々回している。加えてアジアにもフランチャイズが

あるという意味では、当然バックエンドで大量のデータ処理が起こっております。二重三

重のバックアップがあり、それぞれ堅牢なシステムの防御をしているということで、まさ

に光電融合というものが、こういった我々のバックエンドの在り方というのを新しく変

えていっていただけるのではないかという期待を持って議論に参加させていただいてい

ます。 

 続きまして７ページになりますが、私どもはこういったイノベーションを考えるとき

に、２つの視点で考えております。１つはＡｓ－Ｉｓからイノベーションというフォアキ

ャスティングな、現在の金融ビジネスで目下生じているニーズ、あるいは課題、こういっ

たものにどう対応していくかということで、光電融合のイノベーションにどう社会実装

を進めていくかと。 

 もう一つは、俯瞰した点です。バックキャスティング。将来的にはこういった変化が起

こり得るということで、マネー、預金というのは恐らく最も変化が大きいというふうに考

えておりまして、ここをどのように変えていくかということから考えた視点となってい

るということでございます。 
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 次に、フォアキャスティングにおいてどういった考え方で変化があるかといったこと

をまとめたのがこのページになります。金融機関において、足元重要な要素は３つござい

ます。１つ目がレジリエンスです。、いかなるときも安定してサービスを提供する。これ

はまさに我々に課された最大のミッション、ベースになると思っています。このためには

独立した複数のサーバーによる冗長性担保、あるいはオンプレミス－クラウド間連携。先

ほどマイクロソフトさんからもありましたけれども、こういったことをしっかり捉えて

いく必要があると。 

 ２つ目は、セキュリティも極めて重要です。これもお客様の口座の情報が勝手に変わっ

ていたりするというのは絶対生じてはならないことですので、記帳の正確性、また、リア

ルタイム連携しているところでは即時性というところが非常に重要になっています。支

払いしたものがすぐ支払われている、あるいは日をおかずにきちっと決済がされている

といったことです。 

 ３つ目として、アクセシビリティです。多くのステークホルダーがより早く、より広く

全世界の金融市場にアクセスしていく。それによって取引は活性化していくということ

です。 

 こういった状況の中で、実際足元の変化、起きている変化といたしましては、機会・脅

威の両面がありまして、皆さん御案内のとおりデジタルシフトがあります。デジタル決済、

オンラインバンキング。プレーヤーも変わっていく、いろんなプレーヤーが増えて、どう

いうふうに取り組んでいくか。業界を超えた協業ということで、デジタル経済圏、ＢＮＰ

Ｌといったものをどう進めていくか。あとはデータドリブン、パーソナライズ。こういっ

たものが我々にとって脅威でもあり、機会であり、期待している。これは左側の３つのか

たい要素を押さえながら進めていかなければいけない。よって、アジャイルとステーブル

の両立が非常に重要です。こうした機会を捉えて生かす取組には、レジリエンス・セキュ

リティー・アクセシビリティーやガバナンスを確保しながら、アジャイルでもあることが

期待されるということでございます。 

 そういった中で、フォアキャスティングでの、光ネットワークでの金融分野での期待で

あります。課題としては以下のように捉えております。１つ目は信頼性。お客様の視点で

見ると財産の保護といったことにつながってまいります。あとは柔軟性。これはお客様の

視点として、取引が活性化するといったこと。３つが、当然ながら機密性。金融サービス、

取引を安心して履行できると。加えて、今までにない新しいものとして、低遅延です。ネ
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ットワークによるインフラの一体運用で、新しいサービスの可能性が広がる、これが大き

な点であるというふうに考えております。 

 これは何をしておりますかというのは、右側の図でございます。現状、グレーのボック

スにある各要素が、今のところ私どもの設計で固定的に、モジュール的に構成されており

ます。各部分でしっかり役割分担をつくり込むことで、障害や不具合が限定され、お客様

へのサービス停止を防いだり、あるいはメンテナンスが容易であったりするということ

がございます。 

 一方で、こういった役割が厳密で固定化することは、本当に新しいサービスをやろうと

するとモジュールのキャパシティーが制約になりまして、結果アビリティが低下すると

いった課題に直面しております。ここをどのようにカバーしていくかということでござ

います。 

 こちらの右側のところでございますが、２つ大きなニーズがあります。リソースの一体

運用とＢａａＳサービス、これらがオール光ネットワークで実現するということで、モジ

ュールのよさを残しながら、各リソースを柔軟に結びつけることで、対災害性や安定稼働

の高い水準を維持しながら、同時に、アジリティーを得ていくことが可能ではないかとい

うふうに考えております。加えて、銀行が有する機能をBank-as-a-Serviceとして提供す

ること、これによってより多くの金融ニーズに応えられるというふうに考えております。 

 続きまして、未来から現在に持ってくるバックキャスティングです。ここからはちょっ

と飛躍した話になってまいりますが、マネーというものの過去の歴史を振り返りますと、

物々交換から商品貨幣、貴金属、金と銀とか銅とか、そういったものが今は通貨まで、今、

政府が発行するマネー、これは法定通貨といったものになって、どこでも使えるというこ

となんですが、今後のフューチャリスト的な議論を踏まえると、プログラマブルマネーに

なってくると。これは仮想通貨、ＣＢＤＣといったものが入ってくると、マネー自体にプ

ログラムが組み込まれるというような世界があり得るということと、さらに技術が進ん

でくると、デジタルトークンなど、マーケットやＫＹＣ基盤といったものを使って、無形

価値が民間発行、個人発行したもにも信用が与えられて、かなり介在物による価値の交換

に近いもの、デジタルトークンがかつての貴金属のようになってくるような世界が来る

のではないかと。 

 さらに、デジタルツインが実現しまして、ウェアラブルＡＩが実現してくると、一つ一

つ違うものの価値を瞬時でＡＩが判断して、貨幣を経ずに交換してしまうような時代が
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来るんじゃないか。そういった議論を仮想しております。 

 そういうときに金融機関はどうなるんだというところの議論があるんですが、今日の

話題の技術に戻ると、やはり光電融合が入ってくると、少なくともデジタルトークンの世

界、介在物による新しい価値の交換というものが発現すると。バック・トゥ・ザ・フュー

チャーみたいな言い方になるかもしれませんが、そういったものを促進し、我々も先ほど

のフォアキャスティングを進めながらも、新しい概念の社会を作り我々も進化をしてい

く必要があるだろう、、これぐらいの大きなポテンシャルがある技術であるというふうに

我々は捉えながら、行内では考えているところでございます。 

 最後、まとめでございます。フォアキャスティング、バックキャスティング２つござい

ましたが、フォアキャスティングについては、金融サービスにおいてはオール光ネットワ

ークがいろんなコンピューティング環境を橋渡しして、統合していくと。しかもそれがア

ジャイルな開発・運用と安定性の両立に寄与していくというところ。 

 加えまして、常時接続されているかのように外部のネットワークや計算リソースが変

容し、今までにない新たなBank-as-a-Serviceの実現を後押しする可能性が高いというふ

うに期待しております。 

 一般で、バックキャスティングにつきましては、現状は通貨というのは、現状は社会経

済の安定に寄与していますが、将来的には全く新しいものが出てくる可能性があると。こ

れに柔軟に対応していくために、デジタル社会の新しい拡大・拡張を支える技術としても、

こういったオール光ネットワークというのは大きく貢献していくんだろうと思います。

我々はそれについて準備をしていく必要があるだろうといった中で、新規事業の方向性

を捉えたいといった検討をしているということでございます。 

 当行からの御説明は以上でございます。どうもありがとうございました。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 

 続きまして、防衛庁の保坂様からプレゼンいただきたいと思います。保坂様、よろしく

お願いします。 

○保坂オブザーバー  よろしくお願いします。少々お待ちください。防衛省の保坂と申し

ます。本日は説明の機会をいただき、どうもありがとうございました。私のほうからは、

本日はＢｅｙｏｎｄ ５ＧやＩＯＷＮに象徴される次世代情報通信に対する私ども認識

ですとか考え方、それから取組の方向性について簡単に御説明をさせていただきます。 

 初めに、今映しているスライドを御覧いただきたいんですけれども、このページは本日
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のテーマに関連した政府や防衛省の方針や考え方を抜粋したものであります。まず一番

上の部分ですけれども、こちらはいわゆる戦略３文書と言われている文章の１つであり

まして、国家防衛戦略というものなんですけれども、この中では先進的な技術に裏づけさ

れた新しい戦い方が勝敗を決する時代において、先端技術を防衛目的で活用することは

死活的に重要になっているという旨の記載がございます。こちらの先端技術というもの

の中には、当然ＩＯＷＮに象徴されるような次世代の情報通信技術というものも含まれ

ていると考えております。 

 一般論として申し上げれば、防衛分野における情報通信技術というものは、まず古くか

ら敵味方の状況を的確に把握をして、敵情を踏まえて最適な行動指針を検討して、部隊に

その命令をオーダー、指揮命令して行動させて、その結果を評価するという、私どもオブ

ザーブ、オリエント、ディサイド、アクトの頭文字を取ってＯＯＤＡループと呼ぶことが

ございますけれども、こうした一連の行動サイクルを、相手よりも早くかつ正確に回して

いく上で、情報通信技術がとても重要なものであるというふうに考えているところであ

ります。 

 こうした考え方は、その下の中段の防衛力整備計画という部分の抜粋文を御覧いただ

きたいんですけれども、こちらの中に迅速・確実な指揮統制を行うとこういうフレーズが

書いておりますけれども、まさにこの中に凝縮をされているんだろうというふうに考え

ております。防衛省としては、迅速・確実な指揮統制を行う手段として、抗たん性のある

通信、システム・ネットワーク及びデータ基盤を構築していくということで、日々いろい

ろな事業の検討を進めているところでございます。 

 それから、一番下の防衛技術指針というものを御覧いただきたいんですけれども、こち

らは戦略３文書で示された防衛技術基盤の強化に関する方針を具体化して、こちらの取

組を防衛省として一体的かつ強力に推進する際の指針となる文書であって、こういうも

のを公表することで、企業の予見可能性を高めて共通認識を調整することなどを目的に

して作成したものでありますけれども、まさにこの文章の中で、ここに書かれているとお

り、高速、低遅延通信を実現するＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ技術ですとか、あるいは高速大容量

通信を可能とする光通信技術というものが、我が国を守り抜く上で重要な技術分野であ

るということを、まさに具体的に特定をしているというところでございまして、こういう

文章を御覧いただけば分かるとおり、ＩＯＷＮに象徴されるような次世代の情報通信技

術というのが、防衛上、ひいては安全保障上大変重要であるということがお分かりいただ
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けるかと思います。 

 次のページを御覧いただきたいんですが、こちらは国家防衛戦略でお示ししている、今

後の防衛力強化の中で重視している７本の柱を示したものであります。一番親和性のあ

るものといたしましては、５番目の右上に書かれている指揮統制・情報関連機能というも

のが最も情報通信技術に近しいものでございますけれども、これに限らず、実は７本の柱

のそれぞれの強化に対して、本日の技術というのは大変重要なものであるというふうに

考えているところです。 

 例えば、左上にございますスタンド・オフ防衛能力というものがございますけれども、

こちらは右下で小さく書かれている反撃能力というものがございますけれども、これの

コアになる能力でございまして、言うなればより遠くの目標を攻撃するミサイルを使っ

て、例えば数百キロ以上先の目標に命中させる能力のことを具体的には示しているわけ

ですけれども、こういった能力を実際のオペレーションで成功させるためには、例えば広

いエリアに点在している目標をまず見つけ出して、その見つけ出した情報を遅滞なく後

方の司令部に報告をして、スタンバイしている様々な味方の部隊の中から適切なものを

選び出して攻撃させる必要があるんだろうということでございますけれども、また、それ

を発射した後に命中したかどうかというのもしっかり確認をしなければいけない。こう

いうサイクルを繰り返し行うわけですけれども、実際リアルな世界でこういう作戦を成

功させるためには、やはり隊員の日頃の訓練の成果というのもございますけれども、それ

に加えてやはりＢｅｙｏｎｄ ５ＧですとかＩＯＷＮに象徴されるような最先端の優れ

た情報通信技術に裏づけされた通信ネットワークですとか、ソフトウエアですとか、さら

には最高水準セキュリティーなどを組み合わせて、複雑なシステムというのを構築して

使いこなしていかなければならないというものでございまして、今申し上げたとおり、情

報通信技術というのがあらゆる柱において重要であることがお分かりいただけるという

ふうに思います。 

 また、２本目の統合防空ミサイル能力に関しても同じでありまして、今後やはり弾道ミ

サイル以外の、例えば巡航ミサイルですとか爆撃戦闘機など、こういった空からの脅威が

同時に一斉に飛来してきた場合、同時に対処していかなければいけませんので、詳細は割

愛しますけれども、やはりこの対処にも優れた情報通信技術というのが必要になってく

るんだろうというふうに考えているところでございます。 

 また、その下の無人アセット防衛能力という部分でございますけれども、現状ではやは
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り単体の無人機の運用というものにとどまっているわけでございますけれども、将来Ａ

Ｉが発展して、例えば無人機自体の自律航行能力が高まったりすると、無人機を同時に大

量に運用するというシチュエーションも想定されるんだろうと思っております。こうし

た無人機を同時に管制してコントロールするためには、やはり最先端の情報通信技術が

不可欠になるんだろうというふうに考えております。 

 次のページですけれども、こちらはお示しした４本目の柱の領域横断作戦のイメージ

図を簡単にお示ししたものでございます。領域横断作戦というのは、例えば最近のウクラ

イナの戦争でも見られていることですけれども、陸上、海上、海中、航空に加えて、サイ

バー空間ですとか宇宙空間、それから電磁波領域も戦場になっているという実態がござ

います。こうした戦いでは、個々の領域でそれぞれ戦うのではなくて、各領域の能力を有

機的に融合させて、相乗効果によって全体の能力を増幅させなければいけないわけです

けれども、領域横断作戦というのはまさにそのことを象徴したフレーズでございまして、

私どもこういった戦い方を実現するのが大変重要であるというふうに考えております。 

 例えばちょっと例示を申し上げさせていただきますと、左上のほうに小型衛星という

のが書かれておりますけれども、例えば小型衛星で相手の目標を発見して、衛星自身がオ

ンボード処理して、つまりＡＩで識別をして、その識別した解析情報を衛星間の光通信を

通じながら、地上のほうに瞬時にダウンリンクをして、それがＢｅｙｏｎｄ ５Ｇベース

の次世代情報通信基盤とクラウド化されて高度に分散処理可能な指揮システムを介して

情報処理をされて、ミサイル部隊ですとか、航空機や艦艇などに目標情報が伝達されると、

いわゆる１つのイメージはこういう戦い方を想定しているというものでございます。 

 そうすると、例えばミサイル部隊、ここで言うと人にＳＳＭ能力向上型ですとか、ＰＡ

Ｃ３ですとか、イージス艦ですとかこういうアセットが書かれておりますけれども、こう

いった部隊が、自分のセンサーで目標が見えなくても、宇宙からのデータを瞬時に受け取

ることで、相手の機先を制して目標を攻撃することができると、こういう戦い方が期待で

きるということでございます。 

 私ども防衛省としては、最先端の通信技術というものを貪欲に防衛力に取り込みなが

ら、そのためには何が必要かというのを日々検討作業を重ねておりまして、また現場では

訓練、演習を進めているということでございまして、現状、今何をしているかというもの

を簡単に申し上げますと、まず省内においては、昨今の民間分野における情報通信技術の

急激な進展の成果を防衛力強化に活用していくために、昨年の夏に次官をヘッドとする
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次世代情報通信技術導入推進委員会というものを設置いたしました。この委員会におき

ましては、本省はもとより、陸海空統幕の各幕僚監部ですとか、防衛装備庁の関係部署の

知見を結集しまして、まさに関連する通信技術の動向調査の分析を進めているところで

す。その進めていく中で、何が防衛力強化に資するものなのかといったものの特定を進め

ているという状況でして、この技術を取り込んだ将来の防衛力はどうなるのかといった

ことですとか、さらに運用はどうあるべきなのかということについて、今検討を重ねてい

るところでございます。 

 それから、下のほうですけれども、こういった調査・分析や検討というのは、やはり民

間企業も相当の知見を持ちですので、民間企業の方々とも今、連携をしてやっているとい

うところでございます。その連携の一環といたしまして、現に商用展開される高速大容

量・低遅延の通信サービスを私どものほうでも実証しまして、その技術やサービスの評価

をし、私どもの中でどういうニーズとして昇華させればいいのか具体化をして、その上で

必要があれば、そういった民生技術に防衛省独自の投資を重ねて、装備品への早期装備化

も進めていきたいというふうに考えているところであります。 

 防衛省からの説明は以上です。どうもありがとうございました。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 本日は、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇに係るユースケース分析や具体的な活用の展望等に関し

てプレゼンいただいたわけですけれども、大変興味深いプレゼンどうもありがとうござ

いました。 

 それでは、これらのプレゼンについての御質問ですとか、御発表を踏まえた御意見など

ございましたら、ぜひお願いしたいと思います。それでは、まず、川添構成員、お願いい

たします。 

○川添構成員  ありがとうございます。皆様、御説明ありがとうございました。 

 コメントと１つの御質問をさせていただきたいと思うんですけれども、まず、伊東様、

田丸様、松田様、山井様、本当にありがとうございます。皆様自身のビジネスの中で、こ

のＩＯＷＮを中心とした新しいイノベーションをどういうふうに活用していくかという

ところが非常に分かりやすく御説明していただいたので、非常に心強く感じた次第でご

ざいます。また、防衛省様におきましても、やっぱり今後、御説明の中にもありましたよ

うに、今までは少し防衛と産業界というのは１つ大きなちょっと垣根があったと思うん

ですけれども、これからはやっぱり防衛と産業界が要は同じ形で、技術のイノベーション
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の歩調を合わせていくということが非常に重要なことなのかなというふうに私自身も思

っています。当然ながら要求条件とか、幾つかの異なるところはあると思うんですけど、

やっぱり核となるイノベーションについては、やっぱりお互いちゃんと理解して、それで

利用していくということは非常に重要じゃないかなというふうに思っております。 

 それから、ちょっと御質問なんですけど、ソニーの伊東様、ありがとうございました。

伊東様に１つちょっと御質問したいと思っていたのは、御説明の中でソニー様自身が考

えていらっしゃることをいろいろ御説明いただいたんですけれども、その中で日頃私自

身非常に興味あってお聞きしたいと思っていたんですけれども、やはりソニー様といえ

ば次なる端末、スマートフォンの次と言っていいんですかね、そういうものにおいて、こ

ういうＩＯＷＮみたいなイノベーションをどういうふうに活用して、世界に新しい端末

という形を提示していくかが非常に重要だと思うんですけど、その辺いかがでしょう。何

かコメントしていただければと思います。ありがとうございます。 

○伊東オブザーバー  ソニーグループの伊東です。大変難しい御指摘いただいたんです

けれども、常日頃迷いながらこの辺りを考えております。やっぱり率直なところを言いま

すと、端末だけで何か差異化というのは、もはや時代遅れになってきつつある中で、そん

な中でもやっぱり我々の強みとしては、ユーザーの接点の部分でありますので、フィジカ

ルなものとしては端末というところにあるんですけれども、この機能を実現する上で端

末の中にどれだけのものを入れて、クラウド側でどのくらい入れてというのは、やはりネ

ットワークであったり、クラウド側のコンピューティング資源のバランスというのを見

ながら最適解というのがあるんだろうなと思いながら日々考えております。 

 そういった中で、これまで我々は通信というものは、やっぱり帯域の制約があったり遅

延の制約がある中で我々の戦略というものを立てていて、それはやっぱりなるべく端末

でいろんなものを処理してあげて、ネットワークの負荷を下げるというところの戦略で

これまで来ていたと。今でもそれは程度問題はあるにしろ不変であるという中で、こうい

ったＩＯＷＮみたいな一気に生のデータをそのまま送ってしまいましょうとなると、や

っぱりちょっと我々の立ち位置もスタンスも変えなきゃいけないというふうに認識して

おりますので、先ほどのＨＭＤのお話でいうと、本当にシンクライアントというもの、Ｐ

Ｃの時代もシンクライアントの話が出てはおりましたけれども、本当にＩＯＷＮが描い

ている世界というのが来るのであれば、ユーザーにとっては一番いい解というのは、装着

感がやっぱり低い、小さい端末で、何もやらなくて、本当に軽いものをつくってあげるこ
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とによって、ユーザーの感動をエンハンスできるのではないかというところもありまし

て、これまでの端末オリエンテッドな考え方、我々の技術を端末の中にいっぱいと取り込

みましょうというところから、やっぱりインフラと協調して我々の強みを生かしていき

ましょうというところ、これはやっぱり考えていかなきゃいけないなと思っていますの

で、その辺りで我々の強みというのを引き続き前に出していければいいなと考えている

というところで、やっぱり大きくかじ取りするタイミングがどこなのかなというところ

を見る上で、イノベーションというところに向き合っていきたいなというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○川添構成員  ありがとうございます。IOWN Global Forum会長としても、皆様へ感謝申

し上げます。以上です。ありがとうございました。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

 ちょっと私からも今のに関連して御質問させていただきたいんですけれども、ほかに

私、それほど案内はよくないのであるのかもしれないんですけれども、やっぱり多視点画

像などといっても、今のところフレームベースなのかなというふうな印象を持っている

んですが、フレームレートもいろいろ速いものはあるとしても、今のところ標準的には毎

秒６０フレーム、１６.６ミリセカンドということで、ネットワークの遅延がこれだけ短

くなってくると、逆にフレーム形式の表示というのだと何かもったいないような気もし

てきているんですが、特にそういう自由視点画像なんかを行うに当たって、何かもっと違

うレンダリングの方式とかいうようなのも考えられるんじゃないかと思うんですけれど

も、そこら辺、ソニーの伊東様のほうでもって何か御存じでしたらちょっと教えていただ

きたいのですが、いかがでございましょう。 

○伊東オブザーバー  御質問どうもありがとうございます。発表の中では新しいアーキ

テクチャーというところで少し濁して私、言及していたと思うんですけれども、まさしく

これ、ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄで物事を考え直すきっかけになるイノベーションであると

いうふうに考えておりますので、そもそもコーデックって何なんですか、もともと１６０

Ｐってどこから来たんですかというと、やっぱり昔の技術の名残で今ここまで来ていま

すので、今先生おっしゃってくださったとおり、じゃあ制約条件が変わったときに本来ど

うあるべきなのというところはよくよく考えていくという意味で、フレームベースのと

いうところも含めて問題はどうあるべきなんですかというところ、ここに新たな創造の



 -27- 

場というところを見いだしておりますので、御指摘のとおり、パケット通信って何ですか

というところも踏まえて、いろいろ考えるべき案件が多いんじゃないかなというところ

で、我々映像の世界であったり音声の世界というところでは、より新たなもの、よりユー

ザーにとっていいものを、インフラの環境の進化と共に考え続けていきたいと思います

ので、御指摘のとおり、その辺りしっかり光を当てていきたいというふうに考えておりま

す。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 

 ほかの構成員の方からいかがでございましょうか。それでは、今井構成員、お願いいた

します。 

○今井構成員  東京電機大学の今井です。御発表ありがとうございました。 

 ２点お二方に質問があるんですけれども、まず１点目が、ソニーの伊東様にお聞きした

いのが、５ページにあったユースケース作業班の取組のところです。１つ特徴として、要

求仕様を策定した後に、もう１回今度実証結果を分析していって仕様を変更していくん

ですよというお話をされていましたけれども、実証というのは、実証試験をした後に見直

していくということなのか、何か商用サービスをした後に逐次仕様変更していくという

考えなのか、１つお聞きしたいなと思います。 

○伊東オブザーバー  御質問どうもありがとうございます。ちょっと御説明が足りなく

て申し訳ありませんでした。 

 基本的にはやっぱりアジャイルに回すことをやっていかないといけないよねというこ

とでやっておりますので、机上検討の時点で、やっぱりちょっとこれ違うよねというとこ

ろであればそのループを回しますし、やっぱりＰｏＣというところで実装してからじゃ

ないと分からないようなものというのも当然ありますので、基本的には本当にぐるぐる

ぐるぐる回しながら、ちゃんとスパイラルを描きながらよりよいものを提供するという

指針ですので、今起きているのは机上検討の中で１回レビューを入れます。その上でＰｏ

Ｃの仕様書を作って、ＰｏＣを作っている間で、やっぱりこれはつじつまが合わないんじ

ゃないとなればもう一遍考え直しますみたいな形で、各段階でレビューをかけていると

いう感じになりますので、極力ものづくりのところに行く前に、早い段階で技術仕様にフ

ィードバックするというスタイルを目指しながらやっているという形になります。 

○今井構成員  ありがとうございました。 

 もう一点は、マイクロソフトの田丸様のところで、データセンターのグローバルネット
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ワーク、多分ＩＯＷＮの光のネットワークのところに対する期待を大分されているのか

なというふうに思ったんですけれども、一方でＩＯＷＮのほうは、ワイヤレスの部分、ワ

イヤレスのネットワークという部分もあると思うんですけれども、そちらに対する何か

期待されるような領域があるのかどうかというところをお聞かせていただけたらと思い

ます。 

○田丸オブザーバー  私どもが御提供を差し上げているサービスは、クラウドサービス

だけではなくて、デバイス、Windowsをはじめとした製品群がございますけれども、やは

りこういった製品を利用していただいているお客様といいますと、有線、無線それぞれの

経路を通して私どものデータセンター、クラウドプラットフォームにアクセスをしてい

ただいているということで、我々がネットワークを見た場合には、当然データセンター間

というのもございますけれども、やはりお客様が利用されている端末、エンドポイントと、

あとクラウド間ということで、そういった意味では有線に限らず、やはり無線も含めてト

ータルで通信網の品質が確保される、向上されるということは非常に重要なことという

ふうに考えております。 

○今井構成員  ありがとうございました。 

○相田主査  それでは、ほかにいかがでございましょうか。 

 私からもう１点、今度はあの防衛庁の保坂様にちょっと御質問させていただきたいの

ですけれども、本日は全体的な流れとしてはＩＯＷＮというのが中心だったかと思いま

すけれども、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇという、日本の中ではやはり量子通信とかそういうよう

なものというのもされていて、やはり防衛省様といいますとそこら辺にも御関心高いの

ではないかと思いますけれども、何か簡単にコメントをいただければと思いますが、いか

がでございますか。 

○保坂オブザーバー  どうも質問ありがとうございます。もちろん量子通信のほうも将

来の戦い方を変え得るということで私ども注目はしているところでございまして、総務

省さん、ＮＩＣＴでいろいろ研究されていると思うんですけれども、研究を装備庁の研究

所の方でも実証という形で一緒にやらせていただいているというふうに認識をしており

ます。いずれにいたしましても情報通信技術というのは現状を申し上げると、やはり民間

分野のほうが圧倒的に進んでいるところございますので、そうした民間の成果というの

を私どもなるべくスピンオンをして、要すれば防衛ニーズにマッチできるような水準に

追加プラスアルファの形で私どもが投資を追加して使えるようにしていこうと、こうい
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う形で経済と防衛力の好循環というのを実現していきたいなというふうに考えていると

ころでございまして、繰り返しですけれども、当然量子についても注目をしておりますし、

民間のほうでもし使えるものがあれば、どんどん私どもに御紹介いただければなという

ふうに考えているところです。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 

 ほかにいかがでございましょうか。それでは、芝浦工大、平田先生お願いいたします。 

○平田構成員  御説明いただきありがとうございました。恐縮ですが、私からちょっと非

常に簡単な質問をさせていただきたいんですが、先ほどＱ＆Ａの中で、ソニー様がアジャ

イル開発で俊敏に軌道修正しながらというお話がございましたけれども、アジャイルの

中のレビューのときに、例えばユーザーとか社会の要件なんかも組み入れたレビューを

なさるかどうかというところをお聞かせいただけますでしょうか。 

○相田主査  では、また伊東様、お願いできますでしょうか。 

○伊東オブザーバー  御質問いただきどうもありがとうございます。もともと何をつく

るかというのを決めるときに、ベンチマークメトリック、何を評価指針にしますかという

ところを決めてからやっておりますので、何を評価すべきかというのは当然インダスト

リーごとに違いますし、結局事業化というところにやるとやっぱりコストエフェクティ

ブネス、経済合理性というところもありますし、世の中、地球のサステナビリティという

意味では消費電力というものがありますし、本当にそれが有機的にちゃんと実現できる

んですかというところのベンチマークをあらかじめ合意した上でこういう規格をつくり

ましょうというところをやっておりますので、レビューの際は基本的にはベンチマーク

したものに対してどうだったんですかという形になっています。 

 御質問のほうにお答えしますと、ベンチマークの時点で既にそういった要素が間接的

には含まれているというふうに認識していますので、答えとしてはイエスというふうに

なるんじゃないかなと思っております。我々やっぱり業界団体としてやっていますので、

決して個々の会社の、我々はこう思うというよりは、やっぱり共感が得られるベンチマー

クメトリックというところを心がけながら進めているというふうに思っていますので、

そういった社会問題に対するメトリックというものが十分含まれているというふうに認

識しております。 

○平田構成員  ありがとうございます。十分理解できました。おっしゃるとおりだと思い

ます。 
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 一方で、なぜあえてこういう簡単な質問をしたかというと、やはりソニー様はかなりコ

ンシューマーの製品開発とかもお得意でいらっしゃって経験がある中で、全く違ったこ

ういったインフラのようなものをつくるときに、もちろん同じプロセスはないと思うん

ですけれども、そういうものが取り入れ得る新しいレビューとかアジャイル開発の方法

ということもあり得るのかなと思いましたので、あえてこのような質問させていただき

ました。ありがとうございます。 

 あともう一つ、似たような件で、東急不動産様が、テナントの金融ですとかゲームのユ

ーザー企業様のほうからヒアリングをして、要求や期待を整理されているという御発表

がございまして、そういった情報を得て、これから出来上がってきて利用する段階で、ま

た同じような情報を追跡される御予定があるかどうかをお聞かせいただけますでしょう

か。 

○相田主査  それでは、東急不動産、松田様、お答えをお願いできますでしょうか。 

○松田オブザーバー  御質問ありがとうございます。東急不動産、松田です。 

 先ほどテナント様のニーズであったり、声といったものを共有させていただきました。

実際まだ建物自体の入居というのがこの春以降という形で入居前というところで、まず

はニーズをお伺いしまして、入居自体は春以降というところで、実際にオフィスを構えら

れたときに具体的にどのようなサービス、使い方というのをイメージいただいてやって

いくかというのは、これから詳細等を詰めていく段階ですので、まさにＩＯＷＮ自体の装

置は導入しておるんですけれども、これから入居するお客様、テナント様と一緒につくり

上げていくといった形で、現時点では考えております。 

○平田構成員  ありがとうございました。私からの２つの質問は、いかにインフラだとか

見え難い大きなシステムであるけれども、個々のユーザーとか社会にどのようにフィッ

トしていくかということが非常に開発テーマであるんですけれども、そこを今日、皆様い

ろんな業種、業態の方で情報共有させていただいたので、それぞれ今まではやってこなか

ったけれども、置き換えたり新しく取り入れたりすることによって、より社会やユーザー

にフィットするインフラができてくるということもあり得るのではないかと思って質問

させていただきました。大変よく分かりました。ありがとうございました。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

 それでは、ＮＴＴデータ、宮崎構成員、お願いいたします。 

○宮崎構成員  いろいろお話ありがとうございました。ソニーの伊東様にちょっと質問
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させていただきたいんですけれども、ユースケースの説明の中で、エンターテイメントの

活用というところがあったと思うんですけれども、私、非常に重要だと思っておりまして、

例えば今、劇場とかのほとんどは東京に集中していて、公演も東京ではいっぱいいろいろ

なすばらしい公演がいろいろあるんだけれども、やっても例えば東京と大阪と福岡と札

幌ぐらいかなという感じで、芸術とか文化に触れる格差というのが非常に私としては問

題だと思っています。 

 東京でやっている公演とかも、地方からわざわざ上京して見に来なきゃいけないとい

うような話になっている現状を、多分エンターテイメントでの活用というのは解消する

キーになるんだろうなと思っています。 

 それで質問なんですけれども、例えばどのくらいのスケジュール感で、どの辺がマイル

ストーンになっていて進めて、これから取り組んでいかれるのかというのが、もし概要と

かがありましたら御教示いただければ幸いです。 

○伊東オブザーバー  ありがとうございます。全く同感で、東京にいる人でさえやっぱり

チケットが取れずに、しようがないから北海道まで行って見に行くみたいなこともあっ

たりしますので、ここはいろいろコンサートなりエンターテイメントを提供する側の機

会損失にもなっていますし、先ほどの文化の醸成という意味でもちょっと機会ロスにな

っているというところは本当に思うところでございます。 

 エンターテイメントをどのような形でサービスしてきますかというと、我々やっぱり

コンシューマーのタッチポイントというところを重要にしていますので、最終的には一

人一人の御自宅にちゃんとこういった高品位な映像体感を届けるというところが最終ゴ

ールなんですけれども、こうなってきますとやっぱりインフラストラクチャーが本当に

家の中まで届くのがいつになるんですかという、そこのスケジュールに引っ張られてく

るというふうに認識しますので、そこはやっぱりいろいろなステップを踏みながらその

ところにたどり着かないといけないというふうに認識しておりますので、まずはニーズ

としてはいろいろ共通の要素があるので、まずは拠点間というところで、東京まで来なく

ても、例えば長野にいる人だったら長野のちょっとした拠点に行くと同じような体験が

できますよみたいな形で、拠点間のところから始めて、それでインフラが充実していくに

伴い、小規模なオフィスであったり一般家庭に広がっていくというようなことを想像し

ていまして、さすがに一般家庭まで本当にサービスを提供するというのは２０３０年以

降になるんだろうなという中で、拠点間のものというのは２０２５年であったり６年と
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いうところで、一部技術的には十分できる範囲にあるんじゃないかと。 

 一方で、そこで本当に経済合理性というのが担保できて、サービスするだけの価値があ

りますかというところは、やっぱりちょっといろいろ見ていかないといけないところが

あると思いますので、まずは技術的な検証というものを我々、Future Looking Use Case

というのを２０３０年というところにターゲットを置いてやっていますけれども、もち

ろんこれだったらいけるよねというところが明確になるにしたがい、スケジュールを前

倒しにするなり、場合によってはもう少しトラックバックしなきゃいけないかなみたい

なところを判断していければと思っていますので、今の時点ではここでというところの

コミットメントまではしていないという状況になります。 

○宮崎構成員  ありがとうございます。非常に重要なユースケースだと思うので、ぜひ進

めていっていただければと思います。よろしくお願いします。 

○伊東オブザーバー  ありがとうございます。 

○相田主査  ５Ｇの頃には、フットボールとかスタジアムに行った人がスタンドからだ

とプレーがよく見えないということで、もっと近接した視点で今やったプレーを見直す

ことができるように、いろんな視点からの絵をスタジアム内に配信するというようなの

が１つのユースケースとして取り上げられていたような気がいたしますので、もちろん

今お話になったような遠くでというのもあるかと思いますけれども、もう少し逆にスタ

ジアムの中でというようなことですと、インフラを整えるのはもっと早く行きますので、

早くそういうようなものが取り上げられるというようなこともあるかもしれないなとち

ょっと今、思いました。 

 ほかにいかがでございましょうか。それでは、大柴先生、お願いいたします。 

○大柴構成員  京都工芸繊維大学の大柴です。御説明ありがとうございました。 

 私のほうからは１点、三菱ＵＦＪの山井さんにお聞きしたいんですけれども、資料の１

６ページのところで、Bank-as-a-Service少し御説明いただいたのですが、もう少し詳し

く、ネットワークや計算リソースを相互利用するというところを説明いただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

○相田主査  それでは、お願いいたします。 

○難波オブザーバー  本日、山井と同席しております、担当者の難波から回答させていた

だきたいと思います。 

 Bank-as-a-Serviceといいますと、例えばなんですけれども、有名なところだと最近例
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えばＪＡＬさんやＡＮＡさんさんが自社のお客様に対して、銀行とかポイントみたいな

ものを統合して優遇するとかが一例です。そういう顧客体験の中で、銀行ではない方が銀

行が持っているような機能を一部自社のコンシューマーに向けて、サービスをしていき

たいというのが、コンシューマー向けのビジネスをされている事業者の中にはございま

す。とはいいながら、金融の事業者が持っている機能というのは、マネーロンダリングが

なかったかとか、例えば二重に口座を設けていないかだったりとか、違法なところに送金

しようとしていないかとか、あるいは詐欺みたいなもので大きい金額を突然不自然に送

ってないかとか、そういうものを見極めるノウハウはやはり旧来の金融機関のほうが持

っているというところがございますの。このような、銀行の一部の機能をデジタルの形で、

他業態の事業者さんに提供することで、新しい個人のお客様から見て、これは便利だな、

例えばチケットを買うときとか、航空券買うときに一々銀行に行かなくても支払いがで

きるだとか、デビットカードでそのまま海外通貨が使えるとか、そういう新しい顧客体験

に結びつき得るというところで期待をしております。 

 その中で我々としてはより広いお客様に間接的に機能を届けることができれば、それ

は価値があることなのではないかなと、まずは考えております。答えになっておりますで

しょうか。 

○大柴構成員  ありがとうございます。そうしますと、これはセキュリティーなどを高め

るという意味で、低遅延でいろいろな取引の裏で、いろいろな情報を瞬時に共有すること

になるという理解かと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

○難波オブザーバー  おっしゃるとおりでございます。例えば生体認証みたいな情報に

なりますと、カメラで顔を映していただいて本人ですねというところとか、印鑑レスみた

いなサービスでマイナンバーカードや電子証明書を使うとか、いろんなやり取りの方法

はございますけれども、いずれにしろかなりリッチな情報をやり取りするとともに、裏側

では情報処理をさせていただいておりますので、そういう技術が必須になるという御理

解でよろしいかと思います。 

○大柴構成員  ありがとうございます。少し気になりましたのは、例えばサービスの利用

者が地方にいると、ＩＯＷＮなどの超低遅延なネットワークというのが、都市部はすぐ普

及できると思うんですけれども、地方と都市部とで普及に違いが生じると、サービスの格

差みたいなものが起こるんじゃないかなという点でございます。デジタル田園都市構想

というところで、これからＢｅｙｏｎｄ ５Ｇは日本全土のカバー率を増やして、世界と
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の連携もしていくことが、よりそういうサービスとなると、重要なのかなと思いましたが、

その点はいかがでしょうか。 

○山井オブザーバー  ありがとうございます。山井からお答えします。 

 ＢａａＳの提供先として、先ほど難波から航空会社さんの例が挙がったんですが、いろ

いろな地域の企業さんとか、場合によっては、地方自治体さんと組んでまちおこしに使っ

たりとか、そういうことも自治体さんの例はないんですけれども議論はされております

ので、ＢａａＳを広げることで一定程度広がってくるのかなと。金融においては、我々の

勘定系、非常に頑強にできておりまして、その制約がＢａａＳでの提供になるとハードル

が下がるんです。小口決済が取り入れられたり、それを同時取引でやるというのは容量が

大変、あるいはトラフィックが増えるこということになってくるので、むしろ金融サービ

ス供給者の制約を開放していくという意味で非常に地域での金融サービスに貢献いたし

ます。つまり、ＢａａＳによって地域の方々にも気軽に先端的な銀行取引、あるいは証券

取引がアクセスできるというような形で、格差を小さくできるんじゃないか。これはデバ

イスより制約が供給側にありますので、「金融においては」の話になるんですが、格差が

狭まるんじゃないかなという議論をいたしているところでございます。 

 ただ、とてもいろいろなことが起こり得ると思いますので、御指導いただきながら、

我々も共に検討させていただきたいというふうに考えております。すみません、どうもあ

りがとうございます。 

○大柴構成員  大変よく分かりました。どうもありがとうございました。 

○相田主査  それでは、ほかにいかがでございましょうか。それでは、飯塚構成員、お願

いいたします。 

○飯塚構成員  御説明ありがとうございます。防衛省様に質問をさせていただきます。 

 アメリカでは国防総省が御承知のとおりＢｅｙｏｎｄ ５Ｇを地政学上重要な戦略技

術と位置づけて取組を強めていると理解をしております。自らの軍事基地を、実証プロジ

ェクトを実施するために試験サイトとして提供しまして、軍事目的のユースケース開発

というのを、政府調達を通じて行っていると理解をしております。また、こうした軍事目

的で開発されたアプリケーションは、いずれ民間でも利用するということが想定されて

いるのではないかと推測をしているところです。こういった状況を鑑みまして、防衛省に

おきましても、アメリカの国防総省のような取組というものに近しいようなものを、今後

取組として進められていくという理解よろしかったでしょうかという質問になります。 
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○保坂オブザーバー  どうもありがとうございます。アメリカ、まさに同じような問題意

識で、私どもやっていきたいと思っております。ただ、アメリカ軍はやっぱり予算的なス

ケールというのが日本とは大違いですので、なかなかアメリカと同じようなことが私ど

もにできるかというと、もちろん４３兆円５年間で予算相当増やしていただきましたの

で、その覚悟でやっていきたいと思っていますけれども、アメリカ並にできるかどうかと

いうのは、ちょっとまた今後の課題かなと思うっているところです。すみません。 

○飯塚構成員  ありがとうございます。スケール感の違いから予算の制約があると理解

をいたしました。個人的にアメリカを見ていて重要だなと思うのは、公共セクターをユー

スケース開発の１つとして位置づけて、そのうちの１つが軍事用途ということと理解を

しておりますけれども、そういった軍事目的のユースケース開発において、民間企業への

調達を通じて、官民で連携をして進めていって、今後の市場を民間へも拡大していくとい

う意味では非常に重要な取組ではないかなと感じていたところです。ありがとうござい

ました。 

○保坂オブザーバー  ありがとうございます。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。私が見る限り、今、挙手等の方はいらっ

しゃらないようですけれども、よろしゅうございますでしょうか。 

 本当に今日は大変いろいろな用途に関しましてプレゼンいただきまして、ありがとう

ございました。なかなか初めて聞いた話で咀嚼できなかった部分もあるかと思いますの

で、会議が終わった後、いろんな質問事項が新たに生じる可能性があるかと思います。構

成員の方におかれましては、この会合終了後、質問等が新たに生じました場合には、短く

て恐縮ですけれども、２月１日木曜日、明後日までに事務局まで御連絡いただければ、事

務局のほうで取りまとめた上で、今日プレゼンいただいた方に送付させていただきます

ので、本日プレゼンいただきました方におかれましては、どうぞ対応くださいますように

お願い申し上げたいと思います。 

 

（３）その他 

 

○相田主査  それでは、今後の予定などにつきまして、事務局から連絡事項があればお願

いいたします。 

○田中統括補佐  事務局でございます。次回の委員会は、２月８日木曜日の開催を予定し
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てございまして、引き続きヒアリングということで、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇを巡る研究開発

力、また人材育成等について関係者から御発表いただく予定でございます。詳細について

は、別途御連絡いたします。 

 以上です。 

○相田主査  以上で、事務局に御用意いただいた議事は終了いたしましたけれども、全体

を通しまして発言の御希望ございましたらお受けしたいと思いますが、いかがでござい

ましょうか。 

 それでは、特にございませんようでしたら、以上をもちまして、第４４回技術戦略委員

会、閉会させていただきます。本日もお忙しい中御出席いただき、また活発に意見交換い

ただきましてありがとうございました。 

 


